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U(Y)竺 ERol/2y5/2 (2) 
となる。これをYで微分することで、接触力Fと凹みYとの関係が得られる。







































































Tm=l f 凸 (17)刈ゾ只 2-2U(Y)/M 
ただし、 Ymは最大変形時におけるエネルギ一保存の条件(1/2)x M~ 2 = U(Ym)より
決まる。ゲ、ルではほぼ厳密に成り立つ非圧縮条件ν=1/2を採用し、積分の値を評価す
る左、上の式(14)に対応して次が得られる。
Tm/Tc = Tt/2Tc = 2.26 x (Vi/に)-1/5. (18) 
また、 Fmに関しては、

























code I water[g] AA[g] BIS[g] I E'[104 Pa] tan d vc [m/s] 
A6B6 100 6 0.06 0.61 0.07 2.40 
A10B4 100 10 0.04 1.24 0.08 3.42 
A10B7.5 100 10 0.075 2.09 0.03 4.45 
A10B10 100 10 0.1 2.71 0.02 5.04 
A10B15 100 10 0.15 3.88 く0.01 6.05 






















量 Ro、Fc三 ER02によって無次元化しであるo 異なる試料ゲ、ルの力一変形関係は、
一つの曲線上に重ねられることがわかる。また、グラフにおいて、 'Hertz'と記され



























f(ν) = (16/9)y3/2 (α0+αlY+α2y2 +α3y3 +α4y4)を仮定し、静的圧縮実験に用いた全
ての試料からのデータに対して、多項式フィットを行うことでαoから α4の係数を決め






















t田 Oms 5ms 10ms 15ms 21ms 
t=Oms 4ms 9ms 22ms 39ms 
b) lf47 
図 4:衝突過程の例。 (a)AlOB30ゲノレ、 VJに =O.24(只=1.9m/s)での衝突過程。 (b)AlOB4ゲル、
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ゲルが著しく肩平化するような速い衝突((c) ;只/Vc= 2.5)では、 F(t)は完全に二つ
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図 2~こ示した非線形パネー質点モデ、ノレの質点Mの運動式M 事 =F(Y) において、
接触カF(Y)を純粋なヘルツタイプではなく、静的圧縮実験の結果から実験的に定めたも
のに取り替える。これを無次元化された量のみで書き換ええるため、 F→f三 F/ERo2、
Y→ U三 Y/Ro、t→ S三 t/Tcで定義される変数変換を行うとが，= 4~f(y) を得る。た
だし、この f'Jは無次元化された時間 Sに関する微分を表すものとする。 f(y)は先に
述べたように
f(y) = (4/3)γ/2 (1.22 -7.66y + 62.08y2ー 169.84y3+ 162.7y4) (20) 














を議論するため、 Vi/Vcが大きな極限、即ち、変形Rmが大きな(正確には Ro< Rm 
という意味での)極限を考察する。
この場合、式(4)に代わって、次式を要請する。






pR03只2竺 ERo3(α~ + 2ß~ -3) 
見 ERo3ß~ ニ ERoR~ ， (2) 
ただし、 αm(<< sm)は、想定している楕円体の縦方向の伸長率であり、非圧縮条件

























(x， y， z) 伊(t)x， s(t) y，α(t)z) 
t= 0 t=t 
s(t)Ro 
図 11:アフィン変形モデ‘ルの説明。衝突後、ゲ、ル球の外形は伸長比 α(t)、及び、 β(t)で特徴付けられる
回転楕円体になる。また、内部もそれと相似的に変形する。
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運動(歪)による部分Krの和である。 Ktは、 Kt= (1/2) MV(t)2 = (1/2)M(Roa(t))2 
である。ここで、 M はゲル球の質量で、ある。 Krは以下のように簡単な積分で得られ
る :κ こん~ 1u'12dxdydz = ~ J(α2Z2 +庁ザ+。γ)= ~(約九2å2+ ~(苧)R刊20
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